
■
自
　
動
　
車
主
要
産
業
の
動
向

　
超
円
高
と
日
本
で
の
モ
ノ
づ
く
り
の
維
持
―
。
日
本

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
二
律
背
反
す
る
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
円
高
を
受
け
て
輸
出
車
両
の
海
外
生
産
に
と

ど
ま
ら
ず
、
海
外
生
産
車
の
逆
輸
入
も
相
次
ぐ
。
し
か

し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
現
行
水
準
の
国
内
生
産
３
０
０

万
台
の
死
守
の
看
板
を
下
ろ
し
て
い
な
い
。
日
本
の
製

造
業
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
空
洞
化
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

る
中
、
ト
ヨ
タ
は
限
界
に
挑
み
続
け
る
。

「スリム化」「柔軟性」追求生産コスト減へ日々 革新

トヨタ、限界に挑む東北で増産、復興後押し

日本でのモノづくり維持

東北で車生産を拡大し 復興を後押しする（セントラル自動車宮城工場）

国内販売の底上げで輸出比率を下げる

調
達
は
海
外
比
率
高
め
る

超
円
高
と
二
律
背
反
の
課
題

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ４月２３日 月曜日 　　

　
「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に

こ
だ
わ
る
」
。
豊
田
章
男
ト

ヨ
タ
社
長
は
こ
う
繰
り
返
し

強
調
し
て
き
た
。
た
だ
１

円
台
に
突
入
す
る
歴
史

的
な
円
高
と
な
っ
た
２
０
１

２
年
３
月
期
は
、
ト
ヨ
タ
社

内
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
戦

わ
せ
た
１
年
で
も
あ
っ
た
。

　

年
５
月
の
決
算
会
見

―
。
財
務
担
当
の
小
沢
哲
副

社
長
は
「
正
直
に
言
っ
て

国
内
生
産
は

限
界
と
感

じ
て
い
る
。
社
長
に
進
言
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
豊
田
社

長
の
前
で
語
っ
た
。
ト
ヨ
タ

の
営
業
利
益
は
ド
ル
に
対
し

１
円
の
円
高
で
３
２
０
億

円
、
ユ
ー
ロ
に
対
し

億
円

目
減
り
す
る
。
円
高
の
進
展

で
輸
出
採
算
が
悪
化
し
、
国

内
事
業
を
中
心
と
す
る

年

３
月
期
単
体
決
算
は
、

年

の
工
販
合
併
以
降
初
の
当
期

赤
字
と
な
る
見
通
し
だ
。

　
商
品
力
の
高
さ
や
自
国
の

通
貨
安
と
い
う
追
い
風
も
あ

り
、
独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン

Ｖ
Ｗ

は

年
の
世
界

販
売
台
数
で
ト
ヨ
タ
を
抜

き
、
韓
国
・
現
代
自
動
車
は

主
要
市
場
の
米
国
で
一
時
、

ト
ヨ
タ
に
肉
薄
し
た
。
小
沢

副
社
長
は
「
い
ら
立
ち
が
あ

る
」
と
率
直
に
言
う
。

　
そ
れ
で
も
豊
田
社
長
は

「
背
負
っ
て
い
る
も
の
が
違

う
」
と
国
内
生
産
を
守
る
姿

勢
を
貫
い
た
。
国
内
最
大
の

製
造
業
で
あ
る
ト
ヨ
タ
が
安

易
に
国
内
生
産
縮
小
に
走
れ

ば
、
産
業
空
洞
化
は
決
定
的

に
な
る
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
後
押
し
す
る
た

め
、
東
北
の
工
場
の
増
産
を

何
と
し
て
も
進
め
た
い
思
い

も
強
い
。

　
震
災
後
の
迅
速
な
復
旧

は
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
力

の
高
さ
や
調
達
網
と
の
絆
を

改
め
て
証
明
し
て
み
せ
た
。

開
発
・
生
産
技
術
の
源
泉
で

あ
る
国
内
の
マ
ザ
ー
工
場

が
衰
退
す
れ
ば
、
世
界
競
争

を
勝
ち
抜
く
た
め
の
競
争
力

を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い

う
冷
静
な
判
断
も
あ
る
。

　
「
エ
ン
ジ
ン
や
変
速
機
な

ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
品
の
生
産

も
日
本
依
存
を
減
ら
す
」

小
沢
副
社
長

。
国
内
生

産
維
持
の
た
め
、
ト
ヨ
タ
は

為
替
感
応
度
の
低
減
と
国
内

生
産
の
競
争
力
の
再
構
築
を

柱
と
し
た
抜
本
的
な
改
革
を

始
め
た
。

　
１
月
に
は
「
Ｂ
Ｒ
現
地
生

産
・
現
地
調
達
推
進
室
」
を

新
設
。
技
術
力
が
高
く
日
本

で
の
生
産
に
頼
っ
て
い
た
ユ

ニ
ッ
ト
部
品
を
含
め
て
輸
出

を
減
ら
し
、
海
外
で

地
産

地
消

の
体
制
を
構
築
す

る
。

　
国
内
車
両
生
産
に
お
け
る

輸
入
部
品
の
比
率
を
高
め
る

た
め
「
輸
入
部
品
検
討
委
員

会
」
も
立
ち
上
げ
た
。
部
品

の
輸
入
で
一
部
の
国
内
雇
用

は
失
わ
れ
る
が
、
車
両
生
産

が
流
出
す
る
よ
り
は
影
響
は

少
な
い
と
の
判
断
だ
。

年

に
は
韓
国
企
業
と
の
商
談
会

を
数
回
開
催
し
た
。

　
生
産
の
現
場
で
も
、
コ
ス

ト
競
争
力
向
上
を
狙
い
に
技

術
革
新
に
日
々
、
知
恵
を
絞

る
。

年
に
稼
働
し
た
セ
ン

ト
ラ
ル
自
動
車
宮
城
工
場

宮
城
県
大
衡
村

で
は
組

み
立
て
ラ
イ
ン
で
車
両
を
横

向
き
に
置
い
て
流
し
、
ラ
イ

ン
長
を
短
縮
。
天
井
か
ら
車

両
を
つ
り
下
げ
ず
に
コ
ン
ベ

ヤ
ー
で
搬
送
す
る
手
法
で
工

場
の
高
さ
を
下
げ
、
建
設
費

を
抑
え
た
。
同
工
場
に
は

「
ス
リ
ム
化
」
と
「
柔
軟

性
」
を
徹
底
追
求
し
た
成
果

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
ト
ヨ
タ
元
町
工
場

愛
知

県
豊
田
市

で
は
、
２
年
後

を
め
ど
に
年
間
数
万
台
の
少

量
生
産
車
向
け
に
新
し
い
プ

レ
ス
加
工
手
法
を
導
入
す

る
。
全
車
種
一
律
の
耐
久
性

を
見
直
し
、
生
産
量
に
合
わ

せ
た
耐
久
性
の
水
準
を
設
定

す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
工
場
で
導

入
し
て
い
る
こ
の
手
法
を
逆

輸
入
し
て
、
低
コ
ス
ト
な
生

産
体
制
を
構
築
す
る
。

　
「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
技

術
革
新
す
れ
ば
、
世
界
と
戦

え
る
」
と
生
産
担
当
の
新
美

篤
志
副
社
長
は
言
い
切
る
。

東
北
に
は
小
型
車
、
九
州
に

は
高
級
車
「
レ
ク
サ
ス
」
や

ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ
Ｕ

Ｖ

な
ど
拠
点
ご
と
に
同
一

サ
イ
ズ
の
車
種
を
生
産
す
る

体
制
に
移
行
。
さ
ら
に
１
月

に
は
商
用
車
や
ミ
ニ
バ
ン
を

生
産
す
る
ト
ヨ
タ
車
体
や
小

型
車
生
産
の
関
東
自
動
車
工

業
を
完
全
子
会
社
化
し
た
。

開
発
な
ど
の
権
限
と
責
任
を

今
ま
で
以
上
に
持
た
せ
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
競
争
力
を
高

め
る
。

　
国
内
の
需
要
拡
大
に
も
力

を
注
ぐ
。
「
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
を
残
す
た
め
、
内
需
拡

大
で
国
内
の
皆
さ
ま
に
ト
ヨ

タ
を
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
。
１
月
に
名
古
屋
市
内

で
開
い
た
販
売
店
代
表
者
会

議
で
、
豊
田
社
長
は
こ
う
訴

え
た
。
こ
れ
ま
で
は
販
売
店

に
過
度
の
重
圧
を
か
け
な
い

よ
う
に
発
言
を
控
え
め
に
し

て
き
た
だ
け
に
、
販
売
店
に

は
驚
き
が
広
が
っ
た
。

　
ト
ヨ
タ
は

年
の
国
内
販

売
目
標
を
前
年
比

％
増
の

１
６
３
万
台
と
設
定
。
国
内

生
産
は

年
は
前
年
比

％

減
の
２
７
６
万
台
だ
っ
た

が
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
な
ど

の
追
い
風
が
吹
く

年
は
３

０
０
万
台
超
え
と
す
る
方

針
。

　
輸
出
比
率
は
現
在
の
６
割

か
ら
５
割
に
引
き
下
げ
た
い

考
え
。
輸
出
比
率
を
下
げ
る

に
は
必
然
的
に
国
内
販
売
を

拡
大
す
る
し
か
な
い
。
豊
田

社
長
の
訴
え
に
は
こ
う
し
た

背
景
が
あ
る
。

　
国
内
販
売
を
少
し
で
も
積

み
増
し
つ
つ
、
日
本
な
ら
で

は
の
モ
ノ
づ
く
り
の
技
を
磨

き
、
革
新
的
な
生
産
技
術
を

創
出
し
続
け
る
―
。
こ
れ
が

国
内
工
場
の
生
き
残
り
の
カ

ギ
と
な
る
。


